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市政レポート  第1回 3月定例会令和6年

　
３
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
、令
和
６
年 

第
１
回 

定
例
会（
３
月
議
会
）を
開
催
し
、令
和
６
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算
な
ど
54
議
案
を
可
決
し
、議
員
提
出
議
案
１
件
を
可
決
し
６
件
を
否
決
し
た
ほ
か
、陳
情
４
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、人
事
案
件
10
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、私
自
身
本
議
会
に
お
い
て
代
表
質
問
を
行
い
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

Report
報 告 1

令
和
6
年
度 

当
初
予
算
の
特
色

38

■財政状況の年度推移 一般会計決算概況

■令和6年度当初予算一般会計 歳出
　【目的別】

■令和6年度当初予算一般会計 歳出
　【性質別】

（億円）（億円）

平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 令和2 令和3 （年度）

歳入総額 歳出総額 財源対策基金現在高

歳
入
総
額
・
歳
出
総
額
・
財
源
対
策
基
金
現
在
高

実
質
収
支

実質収支 　一般会計の規模は、歳入・
歳出ともに２年連続で減少し
ましたが、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大への対
応に加え、物価高騰への対応
などから、過去３番目の規模
となりました。
　家計で考えると、国から支
給された給付金で空気清浄
機などを購入したり、高騰し
た電気代・食材費を賄ったり
した結果、収入・支出とも多
くなっている状況です。

45.2％

民生費
777億円

農林水産業費
22億円
1.3％

9.6％
衛生費
165億円

8.4％

総務費
144億円

8.0％土木費
138億円

商工費
22億円
1.2％

その他
12億円 0.7％

その他
44億円 2.6％公債費

185億円

3.5％
消防費
60億円

総 額
1,719億円

11.3％

教育金
194億円

10.8％

■令和6年度当初予算 一般会計歳入

グラフデータ変えるとずれる→ 37.3％

市 税
641億円

10.7％
地方譲与税・
交付金
166億円

9.6％

24.8％

その他
184億円

12.1％

地方交付税
207億円

5.5％
市 債
94億円

国・県支出金
427億円

28.7％

7.0％補助費等
164億円

9.6％

投資的経費
130億円
7.5％

その他の経費
572億円
33.4％

義務的経費
1,017億円
59.1％

10.7％

19.7％

繰出金
120億円

14.2％

物件費
244億円

7.5％
建設事業費
130億円

公債費
185億円

扶助費
494億円

総 額
1,719億円

人件費
338億円

,

一
般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
は
、
１ 

7
1
9
億
円

⑴一般
会
計
の
規
模
は
、対
前
年
度
比
３０
億
円

　
（
１.8
％
）の
増

⑵「
第
７
次
高
松
市
総
合
計
画
」に
掲
げ
る
各
般
の

　
取
組
み
を
着
実
に
推
進

・
子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
の
充
実

・
高
松
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上

・
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

・
中
心
市
街
地
の
活
性
化

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

⑶
高
松
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
取
組
み
や
喫
緊
の

　
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
過
去
最
大

⑷
重
点
取
組
対
象
事
業
は
、５４
事
業
・
５０
億
円
を
計
上

・「
人
が
つ
ど
い
未
来
に
躍
動
す
る
世
界
都
市
・ 

高
松
」の
実
現
に
向
け
た
各
施
策
の
効
果
的

な
取
組
み

・
物
価
高
騰
の
影
響
や
給
与
改
定
に
よ
る
人
件

費
、
社
会
保
障
給
付
の
増
への
対
応

・
書
か
な
い
窓
口
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
手

続
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
）の
推
進

・
市
有
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ     

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョン
）の
積
極
的
な
推
進

・
財
源
不
足
が
生
じ
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

す
状
況

55
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2,177
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120

38

1,874
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163

39

1,784
1,736

168

令和4

総 額
1,719億円依存財源

894億円
52.0％

自主財源
825億円
48.0％

裏面に続きます。



◎次回の発行は8月の予定です。皆さまのご支援、ご協力よろしくお願いいたします。
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「
西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」 に
参
画
し
ま
し
た

　
「
西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」は
、

西
日
本・
九
州
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
誘
客
を
図
ろ

う
と
福
岡
市
を
代
表
と
す
る
、
大
阪
よ
り
西
の
自

治
体
の
有
志
１５
団
体
等（
2
0
2
4
年
3
月
22
日 

現
在
、
福
岡
市
、
神
戸
市
、
岡
山
県
、
姫
路
市
、
広

島
県
、
下
関
市
、
高
松
市
、
北
九
州
市
、
武
雄
市
、

由
布
市
、
別
府
市
、
長
崎
市
、
熊
本
市
、
宮
崎
市
、

鹿
児
島
市
）が
連
携
を
し
、
主
に
、欧
米
豪
な
ど
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
高
付
加
価
値
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
、
広
域
周
遊
の
促
進
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
高
松
市
は
昨
年
12
月
に
参
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
市
と
し
て
は
、
本
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
主
体
と
な
る
販
促
ツ
ー

ル
と
し
て
の
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
等
の
制
作
に
協
力
す
る

と
と
も
に
、こ
れ
ら
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
取
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
2
5
年
に
開
催
予
定
の 「
大
阪・関

西
万
博
」に
、ア
ラ
イ
ア
ン
ス
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
共

同
出
展
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、「
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
」の
相
乗
効
果
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
客
を
図
り
、
更
な
る
観
光
振
興
と
共
に
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
を
対
象
と
し
た
周
遊
ル
ー

ト
と
し
て
、
中
部
地
方
か
ら
北
陸
地
方
に
横
断
す
る

「
ド
ラ
ゴ
ン
ル
ー
ト
」が
有
名
で
す
が
、「
西
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
ー
ト
」が
新
た
な
広
域
周
遊
ル
ー
ト
と
し
て

大
い
に
賑
わ
う
よ
う
努
め
、「
人
が
つ
ど
い 

未
来
に
躍

動
す
る 

世
界
都
市・高
松
」を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

3
月
定
例
会（
抜
粋
） 

質
問
お
よ
び
答
弁
の
概
要

Colum
コラム

西
日
本
の
各
県
と

協
力
し
て
賑
わ
い

創
出
に
努
め
ま
す

アライアンスロゴマーク

  
行
財
政
に
つ
い
て

　

 

企
業
誘
致
や
中
小
企
業
等
へ
の
各
種
支
援

等
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
税
収
入
の
増

加
を
目
指
す
考
え

　

 

企
業
誘
致
は
、近
県
の
主
要
都
市
と
の
比

較
に
お
い
て
も
優
位
な
助
成
内
容
と
な
る
よ

う
拡
充
を
図
る
な
ど
し
た
結
果
、
今
年
度
の
企

業
誘
致
助
成
制
度
の
指
定
件
数
は
、 
過
去
最

高
の
15
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

「
高
松
市
中
小
企
業
等
省
エ
ネ
化
・
コ
ス
ト
削

減
機
器
等
導
入
支
援
事
業
」を
実
施
し
、 

中
小

企
業
等
の
固
定
費
の
削
減
を
図
っ
た
ほ
か
、
来

年
度
か
ら
新
た
に
実
施
す
る
、「
中
小
企
業
等

成
長
推
進
事
業
」で
は
、国
内
外
で
展
示
会
等

に
商
品
を
出
展
す
る
際
の
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
で 

販
路
拡
大
等
の
取
組
み
を
支
援

し
、
中
小
企
業
等
の
成
長
の一
助
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
設
置
す
る
、東
京
事
務

所
を
拠
点
に
、
首
都
圏
の
情
報
通
信
関
連
企

業
な
ど
に
対
す
る
誘
致
活
動
を一層
強
化
す
る

こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
、
市
税

収
入
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

  

産
業
振
興
に
つ
い
て

　

 

国
の
行
う
、
労
務
費
の
適
切
な
価
格
転
嫁

に
向
け
た
取
組
み
や
賃
上
げ
促
進
税
制
に
つ

い
て
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、労
働
者
や
中
小

企
業
を
支
援
す
る
考
え

　

 

令
和
３
年
９
月
以
降
、毎
年
９
月
と
３
月

を「
価
格
交
渉
促
進
月
間
」に
設
定
し
て
い
る

ほ
か
、
全
国
に
設
置
し
て
い
る
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
に「
価
格
転
嫁
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」を
新
設
し
、

下
請
中
小
企
業
に
お
け
る
価
格
交
渉
や
価
格

転
嫁
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
多
く
の
場
合
、

下
請
中
小
企
業
か
ら
は
コ
ス
ト
上
昇
の
価
格

転
嫁
を
提
案
し
づ
ら
く
、
十
分
な
価
格
転
嫁

が
進
み
に
く
い
状
況
に
あ
る
と
存
じ
て
い
る
。

　

本
市
経
済
が
、コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
影
響

か
ら
回
復
す
る
た
め
に
は
、
本
市
の
雇
用
の
大
部

分
を
占
め
る
中
小
企
業
に
お
い
て
、
賃
上
げ
の
原

資
を
含
め
た
、
適
切
な
価
格
転
嫁
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

適
切
な
価
格
転
嫁
や
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
上
げ
の
実
現
に
よ
り
、「
賃
金
と
物
価
の
好

循
環
」が
生
ま
れ
る
よ
う
、「
賃
上
げ
推
進
税

制
」を
始
め
、
円
滑
な
価
格
転
嫁
の
た
め
の

一
連
の
支
援
情
報
を
取
り
ま
と
め
、
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
発
信
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
周
知
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

  

防
災
に
つ
い
て

　

 

住
宅
の
耐
震
化
の
進
捗
に
対
す
る
受
け
止
め
と
、

目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
み
を
促
進
す
る
考
え

　

 

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る「
高
松
市
耐
震
改
修
推
進
計
画
」で
は
、

住
宅
の
耐
震
化
率
を
、２
年
度
末
の
86
％
か
ら
、

７
年
度
末
ま
で
に
91
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　

地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
る
建
築
物
等
の
倒
壊

か
ら
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

住
宅
の
耐
震
化
を
今
後
と
も
計
画
的
に
推
し

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
住
宅
の

倒
壊
状
況
を
踏
ま
え
、住
宅
の
耐
震
化
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
、
住
宅
耐
震
対
策
事
業
を
拡

充
し
た
予
算
議
案
を
提
出
し
て
い
る
。

　

市
民
の
住
宅
の
耐
震
化
への
関
心
が
高
ま
り

A QA Q

A Q

A Q つつ
あ
る
こ
と
か
ら
、耐
震
診
断
を
終
え
た
も
の

の
、
改
修
に
至
っ
て
い
な
い
建
物
の
所
有
者
に

対
し
て
改
修
を
促
す
文
書
の
送
付
や
戸
別
訪

問
等
も
含
め
、
制
度
の
活
用
を
働
き
か
け
る
。

　

ま
た
、
様
々
な
広
報
媒
体
を
用
い
て
、
積
極

的
か
つ
効
果
的
な
周
知
を
図
り
住
宅
の
耐
震
化

を
促
進
し
目
標
の
達
成
に
向
け
て
取
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

  

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

 

保
育
士
の
配
置
基
準
や
処
遇
を
改
善
し
、

幼
児
教
育・保
育
の
質
の
向
上
に
取
組
む
考
え

　

 

保
育
士
の
配
置
基
準
や
処
遇
の
改
善
は
財

源
も
含
め
、
基
本
的
に
は
国
が
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
べ
き
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
も
、
全
国
市
長

会
等
を
通
じ
て
国
に
対
し
て
適
切
な
見
直
し
を

行
う
よ
う
働
き
掛
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」を
閣

議
決
定
し
、本
年
４
月
か
ら
新
た
に
、４
・
５

歳
児
の
配
置
基
準
の
改
善
と
、
そ
れ
に
伴
う

公
定
価
格
で
の
加
算
措
置
を
設
け
る
と
と
も

に
、人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
た
賃
上
げ
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
公
定
価
格
で
措
置
す
る
こ
と

と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
本
市
と
し
て
は
、
国
の
制
度
を

活
用
し
、
本
年
４
月
か
ら
こ
れ
ら
の
改
善
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

加
え
て
、配
置
基
準
の
改
善
等
に
伴
い
必

要
と
な
る
保
育
士
を
確
保
す
る
た
め
、
本
市

独
自
の
保
育
士
確
保
策
に
係
る
予
算
議
案
を

提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
幼
児

教
育・保
育
の
質
の
向
上
を
図
って
ま
い
り
た
い
。
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議会中継の動画を
ご覧になれます。↑

詳しくはこちら↑


